
6 1st 14

12 2nd 16

6 3rd 19

14 4th 12

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 8 0 4 0 0 4 × 17 1 7 0 1

5 DNP 0 0 0 0 0 5 × 15 3 3 0 3

6 × 0 0 0 0 0 6 × 2 0 1 0 0

7 × 6 0 2 2 0 7 DNP 0 0 0 0 0

8 × 7 1 2 0 0 8 × 10 0 5 0 2

9 / 0 0 0 0 1 9 DNP 0 0 0 0 0

10 × 2 0 1 0 1 10 DNP 0 0 0 0 0

11 / 2 0 1 0 1 11 DNP 0 0 0 0 0

12 / 3 1 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 / 2 0 1 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 / 8 0 4 0 1 14 DNP 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 / 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 / 8 0 4 0 1

18 DNP 0 0 0 0 0 18 × 9 1 3 0 1

38 2 15 2 4 61 5 23 0 8

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

祢宜　くるみ

下間　ほのか

田中　優歩

BOXスコア

TEAM  A 東京成徳 京都精華

選　手　氏　名

野本　美佳子(CAP)

山﨑　蒼依

勝又　菜花

中江　美友

藤　朱音

野山　裕唯

塩田　敦士 コーチ

菊地　梨緒

曽我　瞳桜子

深澤　佳那子

野上　舞

合計

浜野　緋咲

増田　遥

北原　理沙

コーチ

鬼頭　ゆめこ

石本　卓未 （所属）

西村　有未

　関東ブロック３位東京成徳と近畿ブロック２位京都精華の一戦。今日１試合目の京都精華が２試合目の東京成徳をスピードで圧倒し速攻を仕
掛ける。東京成徳もメンバー交代やタイムアウトで流れを変えようとするが、京都精華の素早い動きにやられる場面が多くみられる。東京成徳＃
４のジャンプシュートや＃１４のカットイン等で得点を重ねるも、京都精華＃５の３Ｐ等で得点を重ね、京都精華３０－１８東京成徳で前半終了。
　後半の立ち上がりもお互いに激しいプレッシャーをかけたDefで楽なシュートを打たせない。その中でも東京成徳＃８がリバウンドシュートとジャ
ンプシュートで連続得点し、東京成徳２２－３０京都精華と追い上げ態勢に入る。しかし、京都精華＃１８の外からのシュートが決まると、流れが
変わり、その後の東京成徳の得点が止まる。その間、京都精華が速攻で相手をつき放しにかかる。３Ｑは６得点に終わった東京成徳が、２４－４
９と大差をつけられて終了。４Ｑのスタートは東京成徳＃８の３Ｐも決まり流れをつかみ、３１－５４と追い上げ、残り４分半で京都精華がタイムア
ウト。その後も東京成徳が＃４のポストプレーや＃１２の３Ｐで３６－５６と追い上げる。しかし、試合巧者の京都精華は残り時間を計算し、２年生
センター２枚を同時に使うなど余裕の試合運びで京都精華６１－３８東京成徳で試合終了。京都精華は＃４を中心とした激しいDefとスピードあ
ふれる速攻を出し続け、効果的に３Ｐシュートも成功し、危なげなく勝利することができた。

荻田　美

柴田　柚菜棟居　初菜

福井県バスケットボール協会

戦　　評

記載者

選　手　氏　名

松尾　祥花

高橋　未来(CAP)

TEAM  B

●

合計

里内　明日香

松田　洸華

平澤　美奈

瀬川　心暖

村井　ちかこ

38

山本　綱義

○

福田　楓

洪　潤夏

東京成徳

(東京) (京都)

61 京都精華

12:15

TEAM  B

副審

主審

大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

	
 勝山市体育館ジオアリーナ会　　場

日　時

（なし）

TEAM  A

（なし）

2016年8月23日(火)

ＫＢコート　第３試合

得点経過

平林　達哉

川井　剛

女　予選Jリーグ第２試合
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